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“HAIKAIJURON BENHISHO”




　“HAIKAIJURON,” written by Shiko, who is known as a controversialist among 
Bashoʼs disciples, made a great contribution to the propagation of “Shofu Haikai” in 
the Edo period. Shiko and his disciples had been giving lectures on “HAIKAIJURON” 
all over Japan throughout that period in order to teach ordinary people Haikai.
　However, “HAIKAIJURON” had been too difficult for us to understand and explicate 
for readers today. Moreover, we had only two explications of “HAIKAIJURON”—both 
published in Edo period （“JURONIBENSHO” and “JURONHATSUMO”）—from which 
to work with. Although we tried to explicate “HAIKAIJURON”, there had been too few 
sources related to “Mino-ha”（Shikoʼs group）, thus far.
　In this paper, we are going to introduce and reprint the book called “HAIKAIJURON 
BENHISHO”. It is a transcript of a lecture on “HAIKAIJURON”. After analyzing this 
text, we found that all annotations were very close to Shikoʼs original theory. As a 
result,  we concluded that this work is ver y impor tant in understanding 
“HAIKAIJURON” and the actual situation surrounding Shikoʼs lectures. In other 
words, it might be consider another “JURONIBENSHO”. We are convinced that 











































○笑語 　口伝別記。○詞の表裡 『法華』に実を説といふて、 『涅槃』で万法空なりと宣ふ。
是真実の于詐、 『為弁』にて可考也。子遊が牛刀の答に、 「先 実は戯れらく み」とのたまふは、 「虚」也。 「実」は子遊をとがめ給ふ也。此上を断給へば理屈に落 ゆへ、 「たはむれ」と逃げ給ふ也。























和」也。 「実」を尽すものは父子・兄弟・師也。是功成て不居といふ処也。いかなる孝をも尽す筈なり。 「義」を尽すものは君臣 ・夫婦・朋友 是 為而不
レ恃」といふ所也。かやうの骨折した
けれど、先が骨折しろをせぬ事 うらみぬ、是義理なり。是を知らぬときは父子・兄弟・師に を成す。君臣・夫婦 朋友、義をなせども過不及が有て、骨折すれども「礼がない」のなんのと理屈に落て、却而害になる也。是堪忍の場なり。夫婦・朋友には間に其理を行ふ者あれども、 父子 ・ 兄弟には行ふ のを見ず。是「父子・兄弟は魏〻として
」
 0居るもの」と心得て居るゆへ、合の理を






 ウ誉たまふ也。是を以「実先虚後」 、 「虚先実後」も家〻の立て
派。仁は「虚」 、 は「実」 問、俳諧の虚実 『論語』 いふ礼の和ならば、 『論語』の礼和にて済べきと也。答て曰、礼 謟諛の紛れありて 其「礼の実」を表とす 礼に「諷諫の和」を行ひて、俳かいは「和」を表とせり。いはゞ「礼」を体とし、 和」
を用とす。我家には「和」を体とし、 「礼」を用とす。 「和を体」は「虚に居る」 、 「礼を用 は「実を行ふ」 。
○居を問 　人有て、 「虚に居て実を行ふ」 、 「虚」の字を問はん。その






彼もし「虚」におらば、怱 実」に居て又もとの 虚」にもどると言ふ事也。か様 いゝつめたる故に、是をち さん為に、龐居士が詞を出せり
○龐居士 　もろ〳〵の有体を「有」とみずして「空」と見る処、 「無」





































































を生るなり。 是非には人を忘るべし。 人の是非を深くとがめず、 是、利くつをは るゝ用意
」
 「親疎には我を忘る」とは、彼四海
皆兄弟也。親と疎に我を忘るときは、うらむべき事なき也。しからば秡生の人か。さに非らず。是皆世法の忘れ難く、利屈に落るゆへに如此いへり 忘れぬゆへに身 もはたす也。 『為弁』 に可考。『為弁』に曰、 「先師『つれ〴〵の讃』 、 『徒然草』に曰、是なる時は悦び、 非なるときは恨みず」 。是人と我との親疎 是非を忘るゝ事の証人に 兼好を雇ひ来れり。又曰、兼好、師直に頼れ艶書を書し 、林羅山子が『野槌』には「法師一大の失也 慎むべし」等といへり。又さもなき 参考』 、 『
文モン
段』 、 『ばんさい抄』などに











「変」を知る工夫の居へ所也。人間万事塞翁が馬、世の中は万事非なる物にて、今日の是は無頼也。是を知つて是非をとがめず、親疎に我を忘る也。是「虚に居る」ゆへの態なり。故に我家にも「時宜」 の一法を立たり。 「時宜」 は 「 和」 なり。実の害をい ゞ、「孝はする筈也」 とおもふは親の実也。 是を一図におもふて居れば、何ほどの孝をしても孝と思はずして不足也。 然れば、 「足らぬ〳〵」と思ひ口にも言はゞ、 其子もちからなくして後は不孝になる「虚」に居らば、 「孝はする筈なれども、人〻力つくされぬ
」
 ウ物」
















くし。悟ることは安きもの也。先迷ふべ まよひ果て得る事あり。○天堂は「道理」 、 地獄は「利くつ」 「理屈」の偏に凝る事は、却而行ひにくし。天堂は「大虚」行ひ安く、地ごくは 小実 行ひにくし。善は法あれども、修しにくふして修し安し。悪は法なき物ゆへ、修し安ふして修しにくし。是は筆に書れず。弁にのべられず。自ら修 て観ぜよ。







へば 「父子の間に真実を以て向ひ、 君臣の間に義理を以て向ふ」 と、『白馬』の「教誡訓」に出たり。孝といふは真実の眼に見えぬ処








に居て実を行ふ」 。扨こそ其臣 常 身を捨る程 忠義をなして報へり。味方ヶ原退口弁有べ 。
















































○虚実の虚実 　口伝別記にあり。 「虚実の〻〻」 といふものは、 畢竟 「時
























○言語に 　談笑を以和優する。よく諷諫をもつて口 背かぬ所なり。○虚はおゝひにして 　広大にして限りなし。 「実」はこるゆへにちい
さし。













是がなければ天地も凝かたまるなり。世にいふ、 「儒は表に実を説て、裏に虚をたゝむ。仏は表に虚を説て、裏に実を包む」 。我家は虚実を一物にとくなり 『つれ〴〵』に曰、 「己が分をしりて及ばざるときは速か 止むを、智といふべし。ゆるさざらんは人の誤りなり。分をしらずしてしゐてはげむは、己があやまり也。乏しくして分を知らざれば、盗む。ちからおとろえて分を知られば、病を受」といへり。
」
 











  伝別記有。 　仏経の「寂」 、 儒書の「権」 、 是則、 「虚」也。
○箱のたとへ 　人の心は重箱のご し。煮しめ等 久敷入置 きはくさるなり。人の心も斯の如く、彼色〻の七情八識が入り、こり堅まると必くさるゝ也。 しばらくも早く洗ふべ 孔子 語 『為弁』に委し。儒仏老荘 もに、先か後か、 「虚実」がなくては叶
はぬもの也。 「其叶はぬ物を導がはいかいなり」との玉へり。




○連歌は実 　「実情にして、 俳諧は虚頭也」とおもふてゐる、 誤りなり。
連歌は内に「虚」をつゝみ、 外に「実」を顕はす。俳は内に「実」を包み、 外に「虚」をあらはす。是は先師口伝の処にして、 『為弁』にも出ず。大切に聞べし。
○花実の先後 　口伝別記に有。○道理になびく 　なびくといふもの、男女愛情の間、七情の内甚しき





也。夫をその利に怒てわけんより 、其和節を行ふて 同じわけ口を諷諫に分けたらんがよから 。善ならばいよ〳〵「実」を以善をすゝめ、悪ならば「虚」を以悪をこらす。 「和して塩梅せよ」といふ事也。























































○人和に強柔の力 　知るときはおしへ、 知らざるときは遊ぶ。 「あそぶ」
と「教る」とに強柔をそへたり。
○天下の人 　天下の人をいゝつめる事、言語同断の処也。言つめる斗





○たばこ 　是「隠徳」也。其時、其角供せしが帰 て申けるは、 「今
日煙草を召ざるは是『謟』ならずや」と。翁の答に、 「さには非ず、是『時宜』也。 『謟る』に非ず」 。己れが道理を怒ることはたばこ斗に非ず。万事にわた 也。
　　○天の徳を我に与へ給ふ所を行ふ。我はなさずして、天、然と授






























○無分別 　其分別 中なるものを取て、 「是ぞ」と顕はれ出る処が無
分別也。畢竟有分別にこり堅まる故 利屈 成 迷ひと成 それを打碎きて道理となり、悟りと成る所が無分別なり。○分別といへるものは、 「兎やせん角やせん」と心にこつて
て、善悪をわ
けて決定して出る 無分別は分別の間よりその中を見出して、一向に「是ぞ」と 所 故に分別は無分別の先に立て、無分別の後 顕は ゝ
」
 ものなり。夫を聞違えて、 「俳は分別する
に及ばず。とかくすらり〳〵とするがよい」と心得違して、惟然が類有し也。 ○名人の場は無 の所に有。 上手 場は 有。分別にこり果て居る 、はや利くつになる故に、道理の内に悪きものと成。その道理の堅まる所、理屈の悪
○善悪三 　道理一つ、道理の内の悪一つ、利屈一つ、都て三也。○五倫の道 　我家で段〻説く如く、五倫の道の拵様も、又俳かいの附








　　 雛にうつせば奥も九重　　山出しの出代なぶる古参ども○死活 前に弁ずる如く、動かざるを「死」 、動くを「活」といふ。○天下の治り 天下治 ときは「文」を用ひ、乱るゝ時は「武」を用
ゆ。二つながら天下を治る道具なり。
　　○温厲は智仁也。





























































鬼神も感動せざらんや。たとへば人を恋ふとて艶書に、おもふ〳〵と斗百千字書て遣したりとて、先に感動するものに非らず。或は山を臨み、川をわたり、雲をかこち、鳥をうらやみ、其せつなる姿情のはこびを書ちらして思ふ事 い ぞ、 「扨は斯く迄
」
 おもふかや」とて向ふの人が感動するなり。畢竟ちゞめたる
時は「おもふ」 一字にとゞまる也 「文章」也。遠くいはゞ、言ずともよき事をいふ、是「文」なり 『為弁』に曰、 「用は体にして、 無用は用也」 と云〻。 「文章」 にも無用の用をしれといへり。書かでよき事花〳〵しく書つらぬるは 其中に要なる物は只ひと
つの用をいはん為也。故に用は体用といへり。猶又、紙にかく斗が「文」にあらず。一言半句の詞のうちに「文章」有事をよく味ふべし。
○俳諧門 　五倫の人和也。上品の人は詩にても歌にても教うべし。中





















































・観・察 　目に見る処「視」 、心にみるが「観」 、見ぬ所を押
て見るが「察」なり。
○道理には善と悪あり 　可尋。大かた本文にて見え候得ども、又君父
































一」 。 『徒然草』に、 「霊運は法華の筆
」
 受なりしか






































○仁勇 　『論語』に言、 「智仁勇の三徳は天下の達道也」 。○文 　詩歌・管弦。 「武」は諸礼・干戈・軍術。 「武」は実 。 「文」
は虚也。俳諧に三徳の智は、 よく「変」を知て計らふ也。仁は「談笑の和」 を扱給ふ。 「勇」 、 よく物の差別 わくるを
」
 0いふ。 「頓挫」
也。静なるときは仁、動くときは勇 仁勇一体に立置。 『論語』に言、 「仁者能愛於人也。能悪於人」 。 其仁を忘る時は其勇行れ、勇斗にて仁は行はれず。一歩百里 違に成也。されば「文」の一字を知らねば、 「勇」の道は立られずといふ。 「文」は智也。孔子も文王の「文」は誉給へど、武王の「武」は誉給はず 然らば俳諧は談笑 もつて立れば、仁ばかり て立べし。しかるを頓挫といふはいかん」 。答曰 仁斗にて 文のみに て 教なき也。 「虚実」 「言行」等しからんゆへに「和説」有、 「頓挫」有り。俳かいの家にては、別て言語の急用を扱ば、 勇を兼ずして叶ず。し し仁勇を内に包み、殊に を鞘に納置也。是人の常のかたち也 可知。例しては真草行 是又、智仁勇也。
」
 ウ
　　　真 　象潟や雨に西施がねぶの花　　草 いざゝらば雪見に転ぶところまで　　行 振うりの鴈あはれなり恵比須講
　真の句、竪題なるべし。詞書もなく題を読入て一曲秀逸、さび
細み等備りたる句をいふ。 『滑稽伝』に「一代の秀句は題をゑらむべし」と書 。真の発句の事也。横題にも真の格有。是、行真なる 。真の真、行 行あり。
























知るを、俳の遠慮といふべし。『白馬』曰、かたちは詩歌連俳の次に立て、心は詩歌連俳の一変の道を べし。詩歌 の家より出てその位は次に立 も、氷の水のごとく詩歌の道理をもどく処を「虚」といふ。詩歌の次に立は 「実」 、 是をもどく、 「虚」 也。詩歌の次にたつ事をしるは、 「実」なり。




















































































火を火なるゆへに「あかし 時は、利屈にて又一物も生ぜず、 跡へもどる也。 爰を以、 其三は大事にして其火をは れて、 「夜」とか、 「道を行 か用を起す也。一句の発句 する時は、花は天地の「虚」より生じたる一物也。是を「雪」と趣向を付る 二義也。 「雪」と 花」との用を以 その間より 作を仕立る所が其三なり 其三は際りなし。爰に句作は一字流行なる事を可味。第三の事。
　　　下闇を出て卯の花の月夜かな　　 ほたる流るゝ門 砂川　　ひとり〳〵長者の子供乳母つけて　又　　山伏の山といつぱや山ざくら 　　　　　　　　　許六
」
 ウ
　　 首途もよし野は花の雲 　　　　 東花　　烏賊膾春の とて白妙に 　 李由　又
　　　鴬の笠囉ふ日や旅すゞり 　　　　　　　　　　　時人　　 花にうかれた目を竹の宿 　 廬元　　谷水も筧 とれば和らぎて 　　 呂柱
是「谷水を好む筧に受とめて」といへる句なりしを、夫では居所の体慥なれば、 三句に渡るとて谷水の噂になし、 居所の体を離るゝ故、右句に直 り。
　　又、五脇の事　　打添 　空豆の花咲にけり麦の縁り　　 昼の水鶏 はしる溝川
」
 




















法度の時、罪に逢の者有しを、 「男女同道してその前を通りしは、無礼の道具持し故、是も切らん」 蜀帝に申上しかば、則酒道具隠したるものも助かりしとなり。是「虚実」 、 「諷諫」 上手な 。
○俳諧の人は 　俳かいをする者は、万事に行渡りて知り尽す。たとへ
ば、事は得ずとも理においては至れるなり。
○向上の一路 　万物一如と見てたど 所、 則「虚」に居る処、 爰に「実」




































○物の始終 　前の 「先後」 に対す。世命にて論ずれば一生の 「前後」 有。
一時の 「始終」 あり。一息の 「始終」 有 遠きに近き有。行にとゞまる有。物として「始終」なきはあらず。其若き時、琴三味線に遊びてうたひたの むといへども、 てその楽み
」
 には交はりが





















































○淵明 　姿情をとゝのへ、花実の情をあらはす。○万葉 　今の口上書に等しく 其中に人麿大明神、顕然として「ほの
〴〵と」の歌有。 『万葉』と『詩経』と対せり。 『古今』の序に、 「神代は歌の文字もさだまらず。すなをにして
」
 ウことの心もわきがた










を 「虚実」 といゝ、 「文」 に
を 「花実」 といふ。 「花」
といふは「姿」 、 「実」といふは「情」也。



























































もじは名人の場也。俊成の「風に靡く」は上手の場也。 「するがなるふ の煙」とすら〳〵と言ゝ流して、 「ゆくへもしらぬ」と作を入れ玉ふなり。然るを俊成卿 、作を入れて「風になびく」とし給ふには、作に作の重なりて面白過る也。又歌五文字に 君臣の義有。 「風になびく 等といへる五もじ、是臣の五もじ、五句にわたりて一句を荘厳する所、是上手の場也。 「駿河なる」とは君の五もじにして、物の姿を立ざまに
」
 ウいへる所、是名人の場
也。君の五文字は動かず 臣 五文字は動く 外の歌も是 ならへ。
翁の「古池や」といふを、其角に試みに尋給へば、 「山ぶきや」










して居るがよし。自らほこるは他流の有様也。上手といへども名人の句をす 時は、一体変じて名人也。名人といへども上手の句をなせば、全く上手也。此故に「名人の場をする」の、 「上手の場をする」などゝて、みづから工んで句を自慢するは大きにあしゝ。名人、上手も人によつて天授あり。句をな にも流行の新らしみは其日〳〵に天授あり。されば『荘子』にも「今日之隠
レ
几人者、於昨日之隠几不人者也」 。是心の新 しみ也。きのふの晩に来たる人も、今夜来れ 体はかはらねど、心は
」
 ウかはるもの












































淋しみを忘れさる時 、何ぞ楽し を千歳に伝へざるべけんや。『徒然』にいへる「上﨟は下﨟になり、智者は愚者になり、徳人は貧になり、能ある人は無能になるべき」云〻 これらやさびに近かるべき。
○世上変 　前に弁あり。為房卿の事。○吾翁 　俳諧は天地開闢より人に具してあり。其名は『史記』に出た
りといへども、今迄の俳諧は皆口先ばかりにて 「天地の俳かい」を得ず。故に「心の俳かい」を伝へず。今迄は俳諧の祖と立べき人なしと也 『葛の松原』撰集の時 他人の誹諧の是非を論じたる事をしかり給ひて、 「古人なし と書ける所をとがめたまはず。爰に師資の意通を知るべし。
」
 ウ
○俳諧の詞の比興○俳諧の心 風雅 　口伝別記有。○俳諧の詩歌 　詩歌連俳と四門を立といへども、 同じ一筋なるもの故、










例の俗中に雅言をもつてなすといふ、是なり。 「いざ白雲」と言る処にふりむける姿 みるべし。 姿を先とす 事、像物かぎらず、言語の内に といへる事有。秘蔵 詞也。あらは 語るべ らず。此一首 歌 て俳かいの句作を貫くべし。
○手尓遠波 　漢文助字に「緩急」の義有。いわば「是ぞ」といへば急




















































寂然たるばかりを、さびしみといふにはあらず。光明皇后の御筆にも「清貧は常に楽み 濁冨は常 憂」といへる、 この御詞ちかゝるべし。たとへば痩たる法師を大力の者扣くときは、其法師いかなる無理あれども、必其法師に憐つよくなり。爰にさびあり。しほり有。 「はられてはり返す」は 俗家の「売詞に買詞」也。爰に理屈の生ずる所也。 「 ゝかれて鳴く」とは、 「弱よく強を制す」の道理也。
彼仁勇を内に包む也。
『為弁』に頼政の歌を出して、由井の
正雪、 『平家物語』の批判に、 「 『身のなる果は哀なりけり』とは、『哀』にてはなし。 『遖』 」と評せり。頼政官をすゝめ、平家を傾けんとして、成らずして死す。何の遖なる事あらん。頼政が為には至極哀なる筈なり。惣体、詩歌連俳ともに「実」を以てする
」
 






をかざる也。口に八珍をくへば、はや心に八珍 くふ也。今迄下部奉公した ものも、ひよつと番頭 或 足軽にも れば、早はじめを忘る也。故に花身を遂ずして果す。是則、千重八珍にかゝはりこるがゆへ たとへば竹の
」
 ウ節ある如く、 其程〻を知りて、




























































倫の道を行ふとて、 「是が義也」 、 「是が信なり」 、とかた付 て行ふときは利屈也。是を和するに、親子打つれ花見月見に連立て、笑言をいゝかたらふて睦じく、 其ほど〴〵の時宜に叶ふを言べし。口に背かぬを「諷諫」といふ。意にしたがふを「諂へる」といふ。いはゞ「何方へ行べし」といゝかくるに 「いや 言ずして畏て外の言を以て断 立るを、 「諷諫」といふ。和調なり。又 い
づ方へ行べし」といゝかくる、 「いや」とおもへども畏りて行く、是を「諂」といふ也。しばらくもゆるす時は、 「諷諫」と「諂」と取違出来、道理、利屈に落る也。爰を以、是を能〳〵考えて親子兄弟打交りて 句をなし章をなす。是「人和」也。きつと畏つてばかりが君臣の道にもあらず 嘘いはぬが父子の道にもあらず。花を詠、月を見、雪を踏むにも その程よき所に叶ふを
」
 五倫





























































































ふ。是をもつて『連歌無言抄』といふ物有。木食上人の作といへ共、太閤の御作のよし。 『無言抄』を或は撰て、或は略して、 『誹諧御傘』の式といふもの貞徳建られたり。此『御傘』の式を季吟伝へて、 『埋木』といふものを立られたり。その 埋木 を塩梅して我家の「貞享式」有。今の『古今抄』な
○百人一首秘抄







































○道 　道は情也。 は姿也。道は古今 通微す。その道の起て行ふを
理といふ。是を合して道理といふ
　道理と利屈の弁 　喩へば、 けふの雨を悦ぶ人もあり、 怒る人もあり。





中立」といふもの也。此境は儒仏の説かざ 処にして、たとひ名僧名儒に学び 道の高遠は悟るとも、世法に五倫の急用ならば俳諧をまなぶにはしかざらん 爰が俳諧 手柄也。
　　　　流れても水にはならぬ柳かな 　　理屈也。　　 流れては水にもならぬ柳かな 　　道理也。
○心の天遊 　老荘は寂然不動の先をいゝ、 「大道廃て仁義有」 等といゝ、














神道をもつて体とし、 儒の「 」に偏らず、 仏の「虚」におちず。其中をとつて行なふを、我はいかいに立たる「執中」 、 「媒」の一字は爰なり。
○時宜 　世上の時宜は、則「媒」の字也。一文字も引ぬものに俳諧の
正意名人あり。百万句もなしても、心に俳諧の下手多し。句をせずして俳諧師有。 「時宜」といへるは 君臣義有、夫婦別有、長幼序有、その「時宜」 、則「媒」也。五倫の間にはさかるもの有。親・義・別・叙・信、これす はち「時宜」なり。 「中立」なり。
」
 








































































































を説て現在をいましめ、仏は「虚」を説て未来 おしゆ。 『老子』は道とはいわれず、天地未分の先を説けり 道とは勧善懲悪の名人に従て行 る。俳諧猶人に従て行 るゝ教なれば、天地未分の先に出べきやうなし 故に「俳は老荘 教に似たる」といへるは誤りなり。宋の孝宗帝の詞『為弁』 出づ。又曰、 『老子』とても「大道廃て仁義有」 「道の道とすべきは 道にあらず」などいへるは、 儒の「実」にこつたる処 打破る頓座 道理な めど、
十―  ―
るべし。橋は通るものゆへ橋と出せり。
○伊奘諾 　神書に委し。万物の父母なり。○鶺鴒 　男女和合のはじめ○天照皇太神 　百王百代の尊神、弁に及ばず。○虚実 　「天地」ともいゝ、 「虚実」ともいふ○猿田彦 　孫日向に降臨の時、天の八ちまたに恐しき神有。供奉の
諸神達申上ていへり。天孫天鈿女の尊を遣はして問給ふ。天鈿女は女体なり。能く人の和を得て優長なる神也。天照神岩屋に籠らせ給ふ時も岩戸の前にていろ〳〵の神遊びして諌給ふ神也。 又曰、猿田彦の形冷まじく鼻高 背高く等と恐しく書 、是
」
 ウ神代の
秘事にして、魏〻堂〻と、人大勢つれて居給ふをいへり。猿田彦に、鈿女問答し に、 「天孫を待奉るなり。 孫は日向に降らせ給へ 我は伊勢に参らん」とて 天鈿女、夫婦になりて伊勢へ去給ふなり。
○
俳ワザヲギ
優　『日本記』 「たくみに俳優す」と わざおぎとは、わざおかしきといへる事也 天照皇太神、磐戸に籠らせ玉ふとき、諸神達、 岩戸の前にてさま〴〵のわざおぎをなし 戯れたまひ 、天照皇をいさめ給ふ。是、我朝の風雅の かしみのはじまりにして、諷諫の根元なり。是は秘伝事なり。














○二名 　順徳院の御自選也。 『八雲御抄』 、俳諧 　誹諧 　俳
　
滑稽 　誹讔 　謎字 　空戯 　鄙言 　狂言 　都て九体な かく九品、変名は『埋木』にも出されたり。此九品の中に「二名をあげられたり」と書たるは、俳かいとよむべき名二つ有ゆへに、九品内に二名とあげられ り。
○二條 　冷泉 　為家卿、御公達よりわかる道俊朝臣、 『後拾遺集』に























































也。爰を以、そのおもひ立事 非といわずして、外の利 以是をいさめば、機に応じて諫事の機変に叶ふをいふ。 「諷諫」則「媒」也。 「滑稽」は「虚に居て実を行なふ」 。 「滑稽」 「諷諫」は同意なり。
○俳諧 　上品以上は、詩文金言を以ていさむべし。畢竟は「下学向上
達」の謂にして、下〻に風雅をしらしめんが為 爰を以、みなもとは『史記』より書出して 末は中品以下に及ぼすなり。尚『為弁抄』に照し合せて見るべし。










































































○詩歌媒 　是『十論』一部の体、 俳かいの本心なり。儒家所謂、 「実虚」
「正権」の「権」也。執中の心をとり、両端をさして文の字なるが故に、詩歌の媒とはいへども、詩歌斗に非ず。 地万物の中をとる也。いはゞ詩歌の中を行ふなり。
○千早振 　是道は唐土の俳諧滑稽の源を記し述也。虚実の機変を普く
















○芭蕉菴 　是は深川なり。杉風等が拵て翁を入れ奉れり。○茶話禅 　獅子門の秘書 梓行にならず。俳諧の録な






























○論語述而 　『維摩』 ともに附録に委し。しかるに 『論語』 の緩と違ひ、
『十論』には対問の詞の端的なるは、 和漢に生質の「急緩」といゝ、連俳に風俗の「強柔」といふべし。












































































則」とも、 「破顔微笑」とも、扨は「一貫の唯」とも、名はかはりますれど 其教はひとつ也。自己の作に作をかさねまする句は、 天地造化の句にあらずと嫌、 しぜんと造化の姿を申まするを、秀逸とも絶章とも感じまするなり。































































































































も俳諧の学者は、 『論語』壱部をかゞみと て、第一 世法の和説を知るべし。誠や孔門の十哲より七十二弟の衆も 孔子の「虚実」 を早くさとり、 「権変」 をよくしりたるは顔回壱人に過ざれば「与
レ
回言終日不違」とも「回也。屡空」共、虚実の二用を誉給
ふ也。終日孔子の虚実に自在にたがはず、教ゆべき事 なく、論ずべき事なし。故に「愚なるが如し」 馬鹿 似て其みをしるされたり 「回は屡空 」と 其時代 仏法の空縦中は渡らず、何が空しきや。虚実自在 事ならで、いづれかむからん。一簟の衾、一瓢の飲のさびしみを知べし。
に三條の法
も、夫子を大祖たる事を知るべし 然るを子思 ・ 孟子 理屈より、北宋儒是を受伝へ、孔子の風雅をとり失へ 、翁是を
」
 見出し
て、現に 仏の虚実をしんしやくして其一道 和らげ、俳諧の一教を導給ふ。それ て先師が 『論語の先後抄』 をあらは『一貫抄』を綴り、 『茶話禅』を作し、 今又此『十論』を説出せり。
第一人和 　仁なり。辞譲也。慈悲也。父子仁、君臣義、夫婦別、長








































方の歌の会、諸大名の連歌の隙気のつまらぬやうに、いざや誹かいせんとて謎話の賤しき事をいゝて慰みとせ れし故、其時〳〵の宗匠も同じ心にて身持も宜しからず。万づはいかい師といへば我侭にする風俗のやうに成来りし故、世上もとかく俳諧師は老荘の似せそんじのやうに申ならはせ を、蕉翁、 「一碗の茶」に俳かい 「虚実」を悟り、古池の蛙に自己の眼を開きてより、夜に昼に月に年に造次顛沛道の道たる「時宜」を行ひ、句をなし章をなすにも、孔子の「優遊自在」を以て本とし、儒書に「虚実」二用をあつかい、仏経に
」
 「善悪」二つの一理をさばき、ひとつ






















































は不明である。③⑤については、 それぞれの識語を参考にすれば、 『十論聞書』として道統系統 伝来したものである可能性が高い。
③は、上巻末尾に、 「青雲斎雅兆」 、つまり以哉派道統第十世逸歩仙











ものと考えられる。ただし、 廬元坊をはじめ、 歴代道統が『十論聞書』（ 『弁秘抄』 ）の存在や内容について語ったことを示す資料は、管見に入っていない。
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本稿はそれを翻刻紹介するものである。
























序弁」 ）および第二「俳諧道」から第五「姿情 」までの本文しかない。筆写者、筆写年代などの記述はなく、本文も①とほぼ一致するが、直接の書 関係はないと思われる。
③は、 外題「黄鸝老師説 　十論記文秘説」 。内題は、 なし。識語、 「抑
この秘書は、蕉門自然の要肝にして、神儒仏の三道を虚実の二字に扱ひ、人和を元とするの第一なるべし。しからば、日〻家務の閑を偸みては能く賞して味ひ 耳にし、そこに修行地の工夫あれと也。ながめ入て理屈に凝るな月と花 　康〻庵書」 。 「康〻庵」 は未詳。本文冒頭に、「俳諧伝道徳虚実姿情
地（ママ）
修行変化法式」 と、 『十論』 の段名を挙げる （ 「言
行」が抜け いるが、該当の本文は有） 。また、上巻末に、 「惣紙数表紙共八拾四枚 　右一巻は 俳道 秘にて修行亀鑑の書なり。故有て予に伝る。 後世に及 も他見をいましむべし。 若模写にあやまりあらば、師によりて此伝を受べし。青雲斎雅兆敬写 　文政二年卯春二月」という奥書がある。 「青雲斎雅兆」 、以哉派 統第十世逸歩仙である。下巻第十段「法式論」の後 は、 「右十論聞書写之」とあり、 『十論』の注釈はここまでであ その後に 雑談」 、 「黄鸝園師説 　俳諧記文口伝秘決抄附録」 、 「俳諧條
（〻注）
」 、無題の貼紙一枚が付く。
④は、 国井氏旧蔵書。③と同様、 「康〻庵」の識語をもち、 本文も「俳
諧條〻」まで③と基本的に一致す ただし、③にあ 末尾 無題の貼紙一枚分の本文を欠く。また、 「黄鸝園師説 　俳諧記文口伝秘決抄附録」については、該当本文はあるものの同題名は確認できない。
⑤は、中巻と下巻のみ現存。中巻は「俳諧徳」から始まる。聞書本







一 　はじめに支考が「十論講」と称して、 自身が著した『俳諧十論』 （以下『十論』 ）













十論聞書』 、または『俳諧十論弁秘抄』 （以下『弁秘抄』で統一）という。原著者、成立年代、伝来などに関しては不明 点が多いが、廬元坊、 以哉坊、 白寿坊 逸歩仙、 化月坊 いった美濃派道統周辺 伝わっており 注釈の体裁 『論語』を初め多くの古事や逸話を引用する注釈態度、俳諧を「人和」や「世法」など 結びつけた解説等は、多くの点で『為弁抄』と共通する。しかも、 『為弁抄』には見られない語も多数注 対象として取り上げられており、その説明に関しても、比較的わかりやすいものが少なくないのである。 お、 『弁秘抄』 には所々に『為弁抄』が引かれている。
